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JR東日本仙台支社では、お客さまに安心、快適にご利用いただける駅を目指し、 

駅の改修等に取り組んでおります。 

奥羽本線「北山形駅（東口）」につきましては、２０１6年 5月２７日より駅舎リニ

ューアル工事を進めてまいりましたが、この度、11月２6日（土）の始発列車より新

駅舎にて営業を開始する運びとなりました。 

駅の特徴として、コンコースは天井を設けず開放性の高い空間を目指すとともに、待

合室はベンチや腰壁等にスギを取り入れることで、木のぬくもりを感じとれるようにい

たしました。 

  
１ デザインコンセプト 

  「ジャパニーズ・モダン」をコンセプトに、外観色調は、北山形駅近くに位置する 

「鳥海月山両所宮」を、待合室の連続縦長窓は昭和初期の山形駅舎をイメージしました。 

 

２ 駅舎概要 
駅 住 所： 山形市宮町一丁目９番地46 

   構 造 ・ 規 模： 鉄骨造１階建、延床面積約１60㎡ 
 
３ 使用開始日   

11 月２6日（土）始発列車より 
 
４ 外観 
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